
ド
イ
ツ
の
議
会
内
会
派
に
対
す
る
財
政
援
助
と
コ

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

は
じ
め
に

第
一
章
会
派
と
会
派
へ
の
財
政
援
助
の
実
態

第
二
章
会
派
へ
の
財
政
援
助
の
法
的
問
題

第
三
章
会
派
へ
の
財
政
援
助
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
諸
形
態

お
わ
り
に

は

め

じ

議
会
内
の
会
派
に
関
し
、
我
が
国
の
憲
法
学
に
お
い
て
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

ン
ト
ロ
ー
ル

彼野村

谷 本 上

敏武

環生 則

し
か
し
、
会
派
に
対
す
る
財
政
援
助
の
法
的

し
た
が
っ
て

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
は
大
い
に
存
在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
か
、

派
へ
の
財
政
援
助
は
、
会
派
が
所
属
す
る
議
会
自
身
で
決
め
ら
れ
る
ゆ
え
、
性
質
上
、
議
会
統
制
は
機
能
し
難
い
も
の
に
な
り
や
す
い
。

05 -4 -437) 

な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
限
り
、
あ
ま
り
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
思
う
に
、
会

へ
の
国
家
的
財
政
援
助
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
判
例
や
学
説
に
お
い
て
相
当
進
ん
で
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
近
年
、
会
派

27 

， 

そ
こ
で
本
稿
で



説

は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
の
判
例
・
学
説
を
分
析
し
、
問
題
点
を
紹
介
し
て
み
た
'
い
と
思
う
。

28 

論

第
一
一
音
十

会
派
と
会
派
へ
の
財
政
援
助
の
実
態

05 -4 -438) 

第
一
節

会

派

と

政

党

ま
た
、
政
党
と
は
何
か
。
実
際
、
会
派
の
構
成
員
と
政
党
の
構
成
員
が
人
的
に
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

方
の
活
動
は
結
合
し
、
境
界
線
は
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
性
質
上
、
実
際
に
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

会
派
と
は
何
か
。

双

現
在
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
は
、

ド
イ
ツ
政
党
法

(
P
G
)
と
連
邦
議
会
議
院
規
則

(
G
O
B
T
)
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
お
い
て
政
党

と
会
派
の
定
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
政
党
法
二
条
は
、
基
本
法
一
一
一
条
一
項
一
文
お
よ
び
二
文
を
う
け
て
、
政
党
は

「
継
続

的
ま
た
は
長
期
に
わ
た
っ
て
連
邦
ま
た
は
州
の
領
域
の
た
め
に
政
治
的
意
思
形
成
に
影
響
を
与
え
、

か
つ
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
ま
た
は
州
議

会
に
お
け
る
国
民
の
代
表
活
動
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
市
民
団
体
で
あ
っ
て
、
事
実
関
係
の
全
貌
、
特
に
組
織
の
範
囲
お
よ
び
安
定
性
並

び
に
党
員
数
お
よ
び
公
的
な
進
出
か
ら
み
ゼ
、

そ
の
目
標
設
定
の
真
撃
性
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
」
と
、
定
義
づ
け
ら

ま
た
、
同
条
二
項
に
お
い
て
さ
ら
に
、
当
該
団
体
が

自
己
の
候
補
者
推
薦
を
も
っ
て
参
加
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
政
党
と
し
て
の
法
律
上
の
地
位
を
失
う
」
と
し
て
、
国
民
が
選
挙
に
お
い
て

れ
て
い
る
。

「
六
年
間
に
わ
た
り
連
邦
議
会
お
よ
び
州
議
会
の
選
挙
の
い
ず
れ
に
も

国
家
権
力
を
行
使
す
る
際
に
協
力
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
議
会
で
の
政
治
的
意
思
形
成
に
直
接
参
加
す
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
他
方
、
現
行
の
連
邦
議
会
議
院
規
則
一

O
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
会
派
と
は

「
同
一
政
党
な
い
し
同
じ
方
針
の
政
治
目
標

に
基
づ
き
、
い
か
な
る
州
に
お
い
て
も
互
い
に
競
合
し
な
い
政
党
に
属
す
る
、
連
邦
議
会
議
員
の
少
な
く
と
も
五
%
の
議
員
集
団
」

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
議
院
規
則
一

O
条
一
項
の
規
定
自
体
は
会
派
の
法
的
地
位
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
て
い
な
い
。

で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
そ
の
諸
判
決
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
会
派
を
法
的
に
位
置
づ
け
、

ま
た
政
党
と
区
別
し
て
き
た
の
だ
ろ



う
か
。連

邦
憲
法
裁
判
所
は
、
多
く
の
判
決
の
中
で
会
派
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
取
扱
っ
て
き
た
が
、
会
派
の
統
合
的
地
位
が
初
め
て
明
確
に

に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
議
席
数
に
応
じ
て
会
派
に
割
当
て

認
め
ら
れ
た
の
は

一
九
五
九
年
七
月
一
四
日
の
「
発
言
時
間
判
決
」

ら
れ
る
議
会
で
の
発
言
時
聞
が
、
議
員
個
人
に
認
め
ら
れ
て
い
る
発
言
権
を
結
果
的
に
制
限
す
る
点
に
つ
き
、
合
憲
の
判
断
を
下
し
た
も

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
議
会
に
お
け
る
議
事
運
営
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
、
基
本
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
議
員
の
権
利
を
制
約
し
う

る
地
位
が
会
派
に
与
え
ら
れ
た
判
決
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
九
六
六
年
七
月
一
九
日
判
決
(
以
下
、
「
ヘ
ッ
セ
ン
判
決
」
と
呼
ぶ
)
で
は
、
会
派
と
政
党
の
法
的
地
位
の
実
質
的
な
相
違
が
宣
言

ま
た

さ
れ
た
。
こ
の
判
決
は
、
政
党
を
「
組
織
化
さ
れ
た
国
家
機
構
」

(
D
a
g
E
R
Z
2
8
2
n
F
5
5
か
ら
切
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で

政
党
に
対
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
国
庫
か
ら
の
包
括
的
財
政
援
助
を
違
憲
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
会
派
に
対
し
て
は
、
「
議
院
規
則

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
独
自
の
権
利
を
与
え
ら
れ
た
連
邦
議
会
の
部
分
な
い
し
恒
常
的
組
織
」
で
あ
る
と
判
示
す
る
。
要
す
る
に
、
基
本
法

二
一
条
は
政
党
を
「
憲
法
的
制
度
の
ラ
ン
ク
に
ま
で
高
め
た
」
と
は
い
え
、
政
党
は
依
然
「
自
由
に
形
成
さ
れ
た
、
社
会
的
・
政
治
的
領

「
憲
法
生
活
」
に
お
い
て

(
6〕

同
一
ロ
ユ
円
冨
ロ
ロ
加
。
ロ
)
で
あ
り
、
連
邦
議
会
の
機
関
に
組
込
ま
れ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
解
さ
れ
る
の
に
対
し

会
派
は

「
必
要
不
可
欠
な
装
置
」

2
0
2
2
E問。

域
に
根
を
持
つ
集
団
」

で
示
さ
れ
た
会
派
と
政
党
と
の
法
的
地
位
の
区
別
は
、

一
九
八
二
年
五
月
一
九
日
の
決
定
に
お
い
て
さ
ら
に
強
調

「
ヘ
ッ
セ
ン
判
決
」

さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
会
派
へ
の
国
家
か
ら
の
支
出
金
が
公
的
な
選
挙
戦
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
宣
言
さ
れ

05 -4-439) 

た
。
け
だ
し
、
「
組
織
化
さ
れ
た
国
家
機
構
」
に
組
込
ま
れ
た
会
派
へ
の
支
出
金
が
、
特
定
政
党
の
た
め
に
利
用
さ
れ
れ
ば
、
機
会
均
等
原

則
に
基
づ
く
政
党
の
競
争
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
し
ま
う
と
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
六
月
二
二
日
の
判
決
(
以
下
、
「
会
派
無
所
属
議
員
判
決
」
と
呼
ぶ
〉
で
は
、
会
派
に
属
し
て
い
な
い
議
員
の
法
的
地

そ
し
て

29 



説

(
9
)
 

位
を
強
化
す
る
文
脈
の
中
で
、
会
派
自
体
の
抜
き
ん
で
た
地
位
に
つ
い
て
も
一
層
強
く
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
判
決

30 

毛h.
耐憎

の
有
す
る
意
義
お
よ
び
問
題
点
を
、
必
要
に
応
じ
て
扱
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第
二
節

政
党
に
対
す
る
財
政
援
助

05-4 -440) 

現
行
ド
イ
ツ
政
党
法
は
、
第
四
章
で
「
選
挙
運
動
費
用
の
補
助
」
、
第
五
章
で
「
機
会
均
等
化
調
整
金
」
の
規
定
を
設
け
、
各
政
党
に
対

す
る
国
庫
か
ら
の
財
政
援
助
を
制
度
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
体
と
し
て
の

「
政
党
に
対
す
る
財
政
援
助
」
と
い
っ
た
場
合
に
は

カミ

の

「
ヘ
ッ
セ
ン
判
決
」
以
来
認
め
ら
れ
て
い
る
政
党
へ
の

「
選
挙
戦
費
用
の
補
助
」
(
開
互
巳
苫
口
同
〈
ロ
ロ
巧
喜
一
E
B又
E

5ロ
)
だ
け
で
な

く
、
会
派
や
政
党
周
辺
財
団
主

5
ι
2
E
E一
E
F
2
5
Z
E
g
g
-
Eロ
伺
)
へ
の
資
金
供
与
、
ま
た
政
党
献
金
優
遇
税
制
と
い
う
間
接
的
な

も
の
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
政
党
財
政
援
助
は
本
稿
の
直
接
の
考
察
対
象
で
は
な
い
の
で
、
詳
述
は
避
け
る
。

第
三
節

現
在
、
連
邦
お
よ
び
州
(
こ
こ
で
は
旧
西
ド
イ
ツ
の
州
)
の
会
派
は
、
単
に
「
支
出
」

(
N
E
E開
g)
と
い
う
名
目
で
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の

会
派
に
対
す
る
財
政
援
助

予
算
か
ら
財
政
援
助
を
受
け
て
い
る
。
次
に
、

そ
の
実
態
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

連
邦
に
お
け
る
会
派
へ
の
財
政
援
助

ま
ず
、
連
邦
の
国
庫
か
ら
出
さ
れ
る
会
派
へ
の
支
出
の
内
容
は
と
い
え
ば
、

一
九
入
六
年
度
連
邦
予
算
の
説
明
書
に
よ
る
と
、
そ
れ
は

す
べ
て
の
会
派
が
受
け
取
る
基
礎
金
額
と
会
派
の
勢
力
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
追
加
金
額
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
九
七
五

年
か
ら
国
際
的
共
同
活
動
の
た
め
の
資
金
と
会
派
職
員
の
養
成
お
よ
び
研
修
補
助
金
が
そ
れ
に
加
え
ら
れ
、

会
派
に
出
向
し
て
い
る
公
務
員
へ
の
休
暇
手
当
も
支
払
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
一
九
八
三
年
以
降
は

で
は
、
会
派
へ
の
財
政
援
助
の
実
際
の
金
額
が
い
く
ら
か
と
い
え
ば
、

一
九
八
六
年
度
連
邦
予
算
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
総
額
で
六
、

O

四
O
万
マ
ル
ク
・
(
約
四
八
億

二

O
O
万
円
)
で
あ
る
。
そ
の
金
額
が
い
か
に
高
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
前
述
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
に



よ
っ
て
容
認
さ
れ
た
政
党
の
選
挙
戦
費
用
に
対
す
る
援
助
金
額
と
そ
れ
を
比
較
し
て
み
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

四
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
連
邦

議
会
選
挙
の
費
用
の
た
め
に
国
家
が
政
党
に
支
払
う
援
助
金
は
、
最
高
額
の
引
上
げ
以
来
有
権
者
一
人
に
つ
き
五
マ
ル
ク
(
約
四
O
O
円
)

の
割
合
で
支
給
さ
れ
る
の
で
、
有
権
者
数
を
四
、

五
O

O
万
人
と
す
る
と
約
二
億
二
、

五
O
O
万
マ
ル
ク
(
約
一
入
O
億
円
)
に
な
る
が
、

会
派
へ
の
援
助
金
額
は
そ
れ
よ
り
も
高
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ク
(
約
一
九
二
億
円
)
に
も
達
し
て
い
る
。

そ
れ
は
同
時
期
の
四
年
間
の
総
額
で
、
約
二
億
四
、

0
0
0万
マ
ル

ま
た
、
注
目
に
値
す
る
の
は
、
単
に
援
助
金
の
高
額
さ
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
そ
の
金
額
の
急
激
な
増
加
で
あ
る
。
会
派
へ
の
財
政
援

助
が
開
始
さ
れ
た
一
九
五
O
年
は
三
O
万
マ
ル
ク
(
約
二
、
四
O
O
万
円
)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
四
O
年
足
ら
ず
の
う

ち
に
な
ん
と
六
、

0
0
0万
マ
ル
ク
(
約
四
八
億
円
)
以
上
も
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
よ
り
詳
細
に
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
八

六
年
ま
で
の
増
加
率
を
そ
の
他
の
数
字
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
(
名
目
上
の
)
国
民
総
生
産
額
の
増
加
率
は
、
約
四
、
八
七

O
億
マ

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

ル
ク
(
約
三
人
兆
九
、
六
O
O億
円
)
か
ら
約
一
兆
九
、

四
九
O
億
マ
ル
ク
(
約
一
五
五
兆
九
、
二
O
O億
円
)
へ
の
約
四
倍
で
あ
り
、

ま
た
、

「
費
用
の
爆
発
的
増
加
」
と
批
判
さ
れ
た
法
律
上
の
疾
病
保
険
の
支
給
金
額
の
増
加
率
は
、

周
知
の
よ
う
に

一
九
二
億
マ
ル
ク
(
約
一
兆

一
九
六
億
マ
ル
ク
(
約
九
兆
五
、
六
八
O
億
円
)
へ
の
約
六
倍
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
会
派
へ
の
支
出
金
の
増
加

率
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
一
四
倍
以
上
で
あ
る
。

五
、
三
六
O
億
円
)
か
ら

州
に
お
け
る
会
派
へ
の
財
政
援
助

次
に
、
州
の
議
会
内
会
派
へ
の
財
政
援
助
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
。
財
政
援
助
の
金
額
は
す
べ
て
の
州
を
合
わ
せ
る
と
一
九
八
六
年
に

05 -4 -441) 

は
五
、

入
二
九
万
マ
ル
ク
(
約
四
六
億
六
、
三
二
O
万
円
)
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
連
邦
の
援
助
金
額
に
近
い
数
字
で
あ
る
。
そ
の
内

容
は
、
連
邦
と
同
様
に
基
本
金
額
と
会
派
メ
ン
バ
ー
の
人
数
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
追
加
金
額
で
あ
る
。

ま
た
、
も
ち
ろ
ん
様
々
な
基
準

に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
野
党
手
当
も
通
常
は
供
与
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
も
注
目
に
値
す
る
の
は
、
援
助
金
額
の
急
激
な
増
加
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説

で
あ
る
。
会
派
に
対
す
る
国
庫
か
ら
の
支
出
金
は
、
当
時
ま
だ
財
政
援
助
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ブ
レ

l
メ
ン
州
を
除
い
て
、

一
九
六
七
年

32 

論

一
九
八
六
年
に
は
五
、
二
人

O
万
マ
ル
ク
(
約
四
二

〈
日
)

億
二
、
四

O
O万
円
)
に
ま
で
達
し
、
そ
の
増
加
率
は
な
ん
と
約
八
倍
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
六
六

O
万
マ
ル
ク
(
約
五
億
二
、
入

O
O万
円
)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

(
l
)

己品。

ζ
=
=
2・
p
m
r
z
o
S
E
E
N
-
2
5伺

5
5
-ハ
D
E
s
=。
ι
2
H
U
n
E
E
g
F
o
p
.
Z】
巧
-
∞
8.ω
・
N
E叶・

(2)

因
み
に
日
本
で
は
、
会
派
は
先
例
に
よ
っ
て
二
人
以
上
の
議
員
で
結
成
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
同
じ
政
党
に
属
す
る
議
員

は
同
じ
会
派
に
属
し
、
一
の
政
党
に
属
す
る
議
員
の
み
で
会
派
が
結
成
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
政
党
名
が
会
派
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
か
か
る
会

派
の
所
属
議
員
数
に
比
例
し
て
、
委
員
会
や
参
議
院
の
調
査
会
の
委
員
等
の
選
任
が
各
会
派
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
(
国
会
法
四
六
条
一
項
、
五
四

条
の
三
第
二
項
)
。
参
照
、
浅
野
一
郎
編
『
国
会
辞
典
・
用
語
に
よ
る
国
会
法
解
説
』
(
一
九
八
八
、
有
斐
閣
)

e

(
3
)

』口同
n
E
B
ω
n
F巾
『
巾
?
明
日
rtロロ印加
-mwzy巾X
E

ロ
品
。
巾
凹
nF陣『丹田口『品ロロロ回目
}
8
5司巾円。ロ
N
仏
巾
回
国
E
ロ己巾凹丹回同巾
F
〉

om--N(-由∞吋)・
ω・】由
D

・

(
4
)

参
照
、
苗
村
辰
弥
「
会
派
の
機
会
均
等
原
則
」
九
大
法
学
五
九
号
(
一
九
九

O
)
一
一
八
頁
。

(
5
)

回
〈
巾
止
の
開
-
0
・九日・

(
6
)

回
〈
巾
『
『
の
開
N
0
・印由(-宮町・)・

(
7
)

冨
巳
一
巾
ア
同
・
同
・

0•. 

ω.Nロミ.

(
8
)

冨
三
一
巾
ア
白
・
同
・

0
・・

ω-ND会
一

Z
〈
当
N

-
∞∞
M-ω

∞
-ω
『・

(
9
)

回
〈
巾
『
日
開
∞
0

・】∞∞
H
Z』
巧
呂
田
0

・
U
3
H
U
O〈

gg-
コ∞
H
U〈
回
二
∞
∞
戸
∞
N
0
・
ま
た
、
本
判
決
の
事
実
の
概
要
お
よ
び
判
決
内
容
に
つ
い
て

は
、
村
上
武
則
・
野
本
敏
生
・
彼
谷
環
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
内
会
派
と
会
計
検
査
院
」
広
島
法
学
一
五
巻
三
号
(
一
九
九
二
)
=
二
頁
以
下

参
照
。

(
叩
)
参
照
、
松
浦
一
夫
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
財
政
援
助
の
法
的
諸
問
題
」
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
二
四
号
(
一
九
八
人
)
一
二
四
頁
、
本
秀
紀

「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
党
へ
の
国
庫
補
助
の
法
理

(
1
)
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
三
四
号
(
一
九
九
O
)
二
七
六
頁
の
注
二
。

(
H
)

政
党
財
政
援
助
に
関
す
る
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
手
島
孝
『
憲
法
学
の
開
拓
線
』
(
一
九
八
五
、
三
省
堂
、
竹
内
重
年
「
憲
法
的
観

点
か
ら
み
た
西
ド
イ
ツ
政
党
法
の
基
本
的
諸
問
題
|
|
政
党
法
の
諸
規
定
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
中
心
と
し
て
」
今
村
成
和
教
授

退
官
記
念
『
公
法
と
経
済
法
の
諸
問
題
・
上
』
(
一
九
人
て
有
斐
閣
)
を
挙
げ
て
お
く
に
止
め
る
。
ま
た
、
政
党
周
辺
財
団
へ
の
補
助
金
供
与
の

05 -4-442) 



違
憲
性
を
め
ぐ
る
一
九
八
六
年
七
月
一
四
日
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
に
つ
い
て
は
、
前
掲
松
浦
論
文
公
二
ハ
号
、
二
三
二
頁
以
下
)
が
詳
し
い
。

(
ロ
)
白
血

5
Z
2
F巾
ユ

g
ロ
〉
ヨ

-5・
〈
市
広
田
回
目
ロ
ロ
伺
凹
『
『
回
開

g
ι
2
3・
同
}
内
同
芯
ロ
由
民
ロ

gNrw『
ロ
ロ
伺
一
自
国
ロ
ロ

ι巾
師
同
同
開
巴
口
門
ご
ロ

ι
g
F
E
ι
3
3ユ同
B
g
g『「

N
H
N
司
-
∞
∞
∞
・

ω
∞九日・

(
日
)
〈
・
〉
百
一
司
f

同・白・

0
・・

ω・∞九日・

(

M

H

)

4

・
〉
『
口
一
ヨ
・
曲
・
曲
・

0•. 

mw.
∞九日.

(
日
)
〈
・
〉
『
口
一
ヨ
・
同
・
同
・

0
・・

ω・∞九日・

富
山
二
音
十

会
派
へ
の
財
政
援
助
の
法
的
問
題

第
一
節

法

的

根

拠

ま
ず
連
邦
で
は
、
会
派
へ
の
国
庫
か
ら
の
支
出
に
つ
い
て
は
法
律
に
明
示
的
な
規
定
が
な
く
、
年
度
別
の
予
算
に
そ
の
根
拠
を
有
す

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

る
。
し
た
が
っ
て
、
支
出
金
額
の
具
体
的
な
確
定
も
、
予
算
に
明
示
的
あ
る
い
は
黙
示
的
に
留
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
法
律
に
よ

(
l
)
 

る
の
で
は
な
い
。

他
方
、
州
に
お
い
て
は
ヘ
ッ
セ
ン
州
を
除
い
て
す
べ
て
、
法
律
が
会
派
へ
の
支
出
に
つ
い
て
明
示
的
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
予
算
法
に
、
そ
れ
以
外
の
州
で
は
国
会
議
員
法
に
そ
の
根
拠
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

い
く
つ

か
の
州
で
は
、
支
出
の
具
体
的
な
金
額
に
つ
い
て
も
以
前
は
確
か
に
法
律
そ
れ
自
身
で
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

シ
ュ
レ
ス

ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
州
は
一
九
六
七
年
ま
で
、

ま
た
パ

l
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
は
一
九
六
八
年
ま
で
、
そ
し
て
ノ
ル
ト

05 -4 -443) 

ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
州
は
一
九
七
九
年
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
現
在
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
の

ま
た
そ
の
例
外
と
し
て
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
州
と
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
に
お
い
て
は
、
当
該
法
律
の
中
に
現
在
で
も
具

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
公
務
員
の
給
与
の
上
昇
下
降
に
応
じ
て
変
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
実

体
的
な
金
額
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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質
的
な
意
味
で
法
律
の
根
拠
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
州
に
お
い
て
も
連
邦
と
同
様
に
、
支
出
の
金
額
の

確
定
は
予
算
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
法
律
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

34 

以
上
の
事
実
は
、
前
述
の
会
派
へ
の
財
政
援
助
の
莫
大
な
増
加
と
本
来
的
に
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
支
出
の
増
額
を

す
る
際
予
算
の
作
成
に
よ
る
ほ
う
が
法
律
の
修
正
を
行
う
よ
り
も
容
易
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

05 -4 -444) 

論

第
二
節

支
出
金
額
の
確
定
手
続

一
般
的
に
い
え
ば
、
予
算
に
お
い
て
支
出
金
額
を
確
定
す
る
際
に
中
心
的
地
位
を
占
め
る
の
は
、
予
算
案
の
動
議
権
を
有
す
る
専
門
委

員
会
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
終
決
定
の
実
体
的
な
内
容
に
も
広
範
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

連
邦
で
は
、
予
算
の
た
め
の
見
積
案

2
0
5
5
n
F
F伺
)
の
動
議
権
を
有
す
る
の
は
議
院
運
営
委
員
会
で
あ
る
。
そ
の
見
積
案
に
つ
い
て
連

邦
議
会
の
予
算
委
員
会
は
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
、
単
に
議
院
運
営
委
員
会
と
の
折
衝

a
g岳
5
3
)
に
お
い
て
の

み
で
あ
る
(
連
邦
議
会
議
院
規
則
六
条
三
項
三
文
)
。
さ
ら
に
確
か
に
、
連
邦
大
蔵
大
臣
お
よ
び
連
邦
政
府
は
連
邦
議
会
の
見
積
案
を
修
正
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
そ
の
場
合
、
そ
の
他
の
見
積
案
に
関
し
て
の
手
続
(
連
邦
予
算
法
二
八
条
一
項
二
文
、
二
九
条
二
項
)
と
は
異
な

り
、
そ
の
修
正
案
に
は
連
邦
議
会
の
見
積
案
を
そ
の
ま
ま
添
付
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
(
連
邦
予
算
法
二
八
条
三
項
、
二
九

条
三
項
)
。

(
4
)
 

で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
終
的
決
定
を
行
う
の
は
、
連
邦
議
会
と
そ
の
準
備
委
員
会
、

つ
ま
り
議
院
運
営
委
員
会
と
予
算
委
員
会

第
三
節

議
会
の
自
己
利
益
に
つ
い
て
の
決
定

前
述
の
よ
う
に
、
国
庫
か
ら
の
会
派
へ
の
財
政
援
助
を
最
終
的
に
決
定
す
る
の
は
、
他
な
ら
ぬ
議
会
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
議
会
は

ま
さ
に
自
分
自
身
の
利
益
に
つ
い
て
決
定
を
下
す
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
議
会
は
諸
会
派
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
決
定
権
者

が
同
時
に
ま
た
そ
の
議
決
の
関
係
者
ま
た
は
受
益
者
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
の
は
、

「
決
定
権
者
は
そ
の
結



論
に
対
し
て
何
ら
自
分
自
身
の
利
益
を
有
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
代
表
制
民
主
主
義
の
基
本
原
則
に
抵
触
す
る
点
に
お
い
て
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
会
派
へ
の
国
家
に
よ
る
財
政
援
助
に
つ
い
て
議
会
が
決
定
す
る
こ
と
に
は
何
ら
疑
問
が
な
い
で
あ
ろ

ぅ
。
な
ぜ
な
ら
、
議
会
以
外
に
そ
の
こ
と
を
決
定
す
べ
き
適
任
者
は
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
自
分
自
身
の
利

益
に
つ
い
て
の
決
定
の
そ
の
他
の
事
例
(
例
え
ば
、
議
員
の
補
償
金
、
政
党
へ
の
財
政
援
助
)
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
議
会
の
決
定

権
限
に
包
括
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
会
派
へ
の
国
家
に
よ
る
財
政
援
助
に
つ
い
て
、
議
会
が
自
己
承
認
お
よ
び
自
己
形

成
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
会
派
へ
の
財
政
援
助
の
規
律
に
関
す
る
議
会
の
決
定
は
確
か
に
憲
法
違
反
で

あは
ろ〈な
うεぃ
。か

も
し
れ
な
L 、
カ1

し
か
し
、
そ
の
財
政
援
助
に
対
す
る
有
効
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
は
決
し
て
否
定
さ
れ
え
な
い
で

さ
て
、
議
会
が
自
分
自
身
の
利
益
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
に
対
し
て
実
際
に
司
法
府
は
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
初
め
て
司
法
的
判
断
を
下
し
た
の
は
、
議
員
の
補
償
金

(
H
報
酬
)
に
関
し
て
争
わ
れ
た
一
九
七

五
年
一
一
月
五
日
判
決
(
以
下
、
「
歳
費
判
決
」
と
呼
ぶ
〉
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
主
要
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て

レロンコ
'と助援政財るす対派胎

の
補
償
金
の
上
昇
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
結
論
と
し
て
、
そ
の
連
結
が
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
な
ぜ
な

A
回
、

議ッイ

い
る
。一

つ
に
は
、
補
償
金
の
額
が
公
務
員
の
給
与
に
連
結
す
る
こ
と
を
定
め
た
国
会
議
員
法
の
規
定
に
関
し
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦

議
会
議
員
は
、
俸
給
表
区
分

B
一
一
の
公
務
員
基
本
給
の
三
分
の
四
を
受
け
取
る
連
邦
大
臣
ク
ラ
ス
の
三
分
の
一
に
当
た
る
基
本
補
償
金

を
ー
ー
当
時
は
ま
だ
非
課
税
で
|
|
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
務
員
の
給
与
上
昇
が
自
動
的
に
議
員

(lS-4-445) 

ら
、
そ
の
連
結
に
よ
っ
て
、
「
補
償
金
の
額
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
変
更
を
本
会
議
で
討
議
し
、
国
民
の
目
の
前
で
そ
れ
に
つ
い
て
独
立
の
政

治
的
な
問
題
と
し
て
決
定
す
る
」
と
い
う
必
然
性
が
議
会
か
ら
奪
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
、
憲
法
は
補
償
金
の
額
に
つ
い
て
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議
会
の
独
立
の
決
定
を
要
求
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

36 

ま
た
、
も
う
一
つ
は
、
州
議
会
の
議
長
に
補
償
金
額
の
一
部
の
確
定
を
授
権
し
て
い
た
ザ

l
ル
ラ
ン
ト
州
国
会
議
員
法
の
規
律
に
関
連

05-4-446) 

論

し
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
議
会
の
決
定
権
限
が
そ
の
議
長
に
委
任
さ
れ
る
こ
と
を
非
難
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
委
任
を
容
認

す
れ
ば
、
議
員
の
財
政
的
援
助
の
確
定
に
つ
い
て
国
民
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ば
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
確
か
に
、
議
員

の
補
償
金
が
問
題
で
あ
る
場
合
、
議
会
制
民
主
主
義
に
お
い
て
は
議
会
が
自
分
自
身
の
利
益
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
こ
そ
、
民
主
主
義
的
か
つ
法
治
国
家
的
な
原
則
を
通
じ
て
、
意
思
形
成

過
程
の
全
体
が
国
民
に
と
っ
て
見
通
し
が
よ
い
こ
と
と
、
そ
の
結
論
が
国
民
の
目
の
前
で
議
決
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
唯
一
の
有
効
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

「
歳
費
判
決
」

に
よ
れ
ば
、
議
員
の
受
け
取
る
歳
費
の
金
額
に
関
す
る
決
定
は
議
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
他
の
も
の
に
委
ね
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
判
決
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
一
九
七

0
年
代
に
判
例
法

理
と
し
て
形
成
し
た
「
議
会
の
留
保
」
あ
る
い
は
「
本
質
性
理
論
」
の
適
用
事
例
の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
判

決
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
議
会
の
自
己
利
益
に
つ
い
て
の
決
定
に
対
す
る
有
効
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
国
民

に
と
っ
て
の
公
開
性
を
明
白
に
要
求
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(
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増
加
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会
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の
財
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援
助
の
状
況
を
「
底
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」
(
町
一
口

司
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(
9
)

な
お
最
近
の
「
本
質
性
理
論
」
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
村
上
武
則
・
石
森
久
広
・
野
本
敏
生
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
治
国
家
と
現
今
の
諸
問

題
」
『
国
際
比
較
法
制
研
究
・
ユ
リ
ス
プ
ル
デ
ン
テ
ィ
ア
①
』
(
一
九
九

O
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
房
)
一
一
七
頁
以
下
参
照
。

第
一
ニ
主
早

会
派
へ
の
財
政
援
助
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
諸
形
態

裁
判
所
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
「
ヘ
ッ
セ
ン
判
決
」
は
、

第

節

一
方
で
政
党
へ
の
国
家
に
よ
る
財
政
援
助
に
制
約
を
設
け
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
そ

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

れ
は
結
果
的
に
会
派
へ
の
国
家
に
よ
る
財
政
援
助
に
弾
み
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
会

派
へ
の
財
政
援
助
に
対
す
る
有
効
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
特
に
議
会
に
よ
る
公
開
性
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
会
計
検
査
院
を
通
じ
て
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
必
然
性
を
何
ら
積
極
的
に
強
調
せ
ず
、

ま
た
同
時
に
消
極
的
な
意
味
で
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
体
的
な
制
約
か
ら
除
外
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
こ
の
判
決
が
会
派
へ
の
国
家
に
よ
る
財
政
援
助
を
制
約
し
な
い
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
そ
れ
に
対
す
る
有
効
な
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
自
分
自
身
の
利
益
に
つ
い
て
決
定
し
て
い
る
議
会
が
い
わ
ば
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
そ
の
資

金
の
急
激
な
増
加
を
正
式
に
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
や
ニ

l
ダ

l
ザ
ク
セ
ン
州
で
は
、
こ
の

05 -4-447) 

判
決
直
後
の
一
九
六
七
年
か
ら
国
庫
か
ら
の
会
派
へ
の
支
出
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
後
大
部
分
の
州
に
お
い
て
、

ま
た
、
そ
の
支
出
金
額
に
つ
い
て
も
そ
れ

し
ば
し
ば
明
白
な
理
由
な
し
に
大
幅
に
増
加
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
ヘ
ッ
セ
ン
判
決
」

「
政
党
財
政
援
助
判
決
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
実
質
的
に
は
「
会
派
財
政
援
助
判
決
」
と
呼
ぶ
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
か
も

は
別
名
で
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し
れ
な(
い2
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論

ま
た
、
会
派
へ
の
財
政
援
助
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
判
決
が
最
近
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
一
九
八
九
年
六
月
二
二
日
の

所
属
議
員
判
決
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
会
派
に
属
さ
な
い
連
邦
議
会
議
員
が
国
民
代
表
と
し
て
の
自
己
の
権
利
の
確
認
と
と
も
に
、
国
庫

「
会
派
無

05 -4-448) 

か
ら
会
派
へ
支
出
さ
れ
て
い
る
の
と
同
額
の
財
政
援
助
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

一
方
で
会

派
無
所
属
議
員
の
委
員
会
へ
の
参
加
権
を
容
認
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
会
派
無
所
属
議
員
へ
の
財
政
援
助
の
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
会
派
へ
の
財
政
援
助
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
協
調
行
動
の
必
要
」
(
穴
B
忌
E
E
E
Z含
円
。

の
充
足
と
い
う
会
派
に
特
有
な
活
動
に
奉
仕
す
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
の
基
準
に
よ
っ
て
連
邦
会
計
検
査
院
は
会
派
の
財
政
資
金

に
つ
い
て
検
査
し
う
る
、
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
判
決
は
確
か
に
会
派
へ
の
財
政
援
助
に
つ
い
て
一
定
の
枠
組
を
与
え
る
と
と
も

必
要
」

の
充
足
と
い
う
基
準
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た

(
5
U
 

お
よ
そ
明
瞭
な
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
協
調
行
動
の

に
会
計
検
査
院
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

以
上
の
よ
う
に
国
庫
か
ら
の
会
派
へ
の
財
政
援
助
に
対
す
る
裁
判
所
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
の

で
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
将
来
的
に
憲
法
訴
訟
等
を
通
じ
て
実
務
的
に
整
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
し
、

ま
た
そ
の
議
論
も
ま
す
ま
す
精

級
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
節

議
会
お
よ
び
国
民
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

基
本
法
二
一
条
一
項
目
文
に
よ
れ
ば
、
政
党
は

「
そ
の
資
金
の
出
所
お
よ
び
使
途
に
つ
い
て
、
並
び
に
そ
の
財
産
に
つ
い
て
、
公
開
の

報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
規
定
は
明
ら
か
に
も
っ
ぱ
ら
政
党
の
み
を
拘
束
し
て
い
る
の
で
、
会
派
は
こ
れ
ま
で

ま
っ
た
く
公
開
の
報
告
書
を
提
出
し
た
こ
と
が
な
い
。

は
疑
念
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
実
務
上
の
取
扱
い
が
憲
法
上
容
認
さ
れ
う
る
か
と
い
え
ば
、

そ
れ



確
か
に
、
政
党
と
会
派
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
の
よ
う
に
、
会
派
は

「
組
織
化
さ
れ
た
国
家
機
構
」

の
一
部

に
組
込
ま
れ
、

そ
れ
ゆ
え
会
派
に
対
し
て
国
家
に
よ
る
財
政
援
助
が
十
分
に
な
さ
れ
う
る
の
に
対
し
て
、
政
党
は
そ
れ
と
事
情
を
異
に
す

る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
の
区
別
の
必
要
性
を
認
め
る
と
し
て
も
、
会
派
の
財
政
が
政
党
ほ
ど
に
は
厳
し
い
公
開
性
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
付
さ
れ
な
い
こ
と
を
正
当
化
し
で
は
な
ら
な
い
。
逆
に
、
会
派
が
排
他
的
に
し
か
も
ま
さ
に
優
先
的
に
国
庫
か
ら
財
政
援
助
さ
れ
て
い

る
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
政
党
に
対
す
る
公
開
性
の
規
定
を
ま
さ
に
会
派
に
対
し
て
も
適
用
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

は
、
基
本
法
二
一
条
一
項
四
文
の
成
立
し
た
経
過
を
み
て
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ

す
な
わ
ち
、

一
九
八
三
年
ま
で
の
基
本
法
は
も
っ
ぱ
ら
政
党
資
金
の
出
所
の
公
表
の
み
を
規
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
財
政
的
に
政
党
の

背
後
に
い
る
者
に
つ
い
て
の
透
明
性
を
も
た
ら
し
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
政
党
が
も
っ
ぱ
ら
私
的
な
財
源
か
ら
の
み
財
政
援

助
さ
れ
て
い
た
時
期
に
は
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
っ
た
ろ
う
。
例
え
ば
、

ワ
イ
マ

l
ル
共
和
国
時
代
に
は
、
政
党
に
対
し
て
は
い
か
な
る
国

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

家
的
な
援
助
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、

ま
た
、
そ
れ
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
さ
え
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
基
本
法
の
制
定
に
関
与

し
た
議
会
委
員
会
と
し
て
も
、
政
党
へ
の
献
金
の
出
所
を
公
表
し
、
財
政
的
に
政
党
の
背
後
に
い
る
者
を
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の

み
で
足
り
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
基
本
法
制
定
後
、
国
庫
か
ら
の
政
党
へ
の
財
政
援
助
が
開
始
さ
れ
増
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
公
的

な
財
政
措
置
に
対
し
て
通
常
行
わ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
続
が
政
党
の
財
政
に
対
し
て
も
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
、

資
金
の
出
所
に
加
え
て
そ
の
使
途
と
財
産
を
も
政
党
の
公
開
義
務
の
内
容
に
包
含
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
政
党
財
政

援
助
委
員
会
が
相
応
の
基
本
法
改
正
を
発
案
し
、
基
本
法
二
一
条
一
項
四
文
は
一
九
八
三
年
一
二
月
一
=
日
の
第
三
五
回
改
正
法
律
に
よ

05 -4 -449) 

り
現
在
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
、
翌
年
か
ら
発
効
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
政
党
資
金
の
使
途
と
財
産
の
公
聞
は
、
今
や
政
党
よ
り

も
か
な
り
莫
大
な
金
額
の
援
助
を
国
庫
か
ら
受
け
、

当
然
に
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
そ
れ
自
身
「
組
織
化
さ
れ
た
国
家
機
構
」

の
一
部
で
あ
る
会
派
に
関
し
て
も
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説

か
つ
て
政
党
財
政
援
助
委
員
会
は
、
法
律
上
の
新
た
な
規
律
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
派
が
連
邦
議
会
議
長
に
対
し
て
公
的
な
資

金
の
使
途
に
関
す
る
報
告
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
報
告
書
を
連
邦
官
報
に
公
表
す
る
こ
と
の
義
務
づ
け
を
発
案
し
た
。
し

40 

か
し
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
よ
う
な
公
開
性
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
既
に
憲
法
上
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実

05 -4-450) 

論

際
、
こ
の
こ
と
を
肯
定
す
る
理
由
が
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
い
く
つ
か
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
一
般
的
に
い
っ
て
、
そ
も
そ
も
公
的
な
資
金
を
使
う
者
は
原
則
と
し
て
国
民
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

さ
ら

に
会
派
へ
の
財
政
援
助
の
場
合
に
は
よ
り
本
質
的
な
も
の
が
そ
れ
に
付
け
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
第
三
者
が
消
費
す
る
国
家
資

金
を
問
題
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
議
会
を
構
成
す
る
会
派
が
自
分
自
身
の
利
益
に
つ
い
て
決
定
し
承
認
し
た
資
金
援
助
を

問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
資
金
援
助
は
し
ば
し
ば
政
党
聞
の
カ
ル
テ
ル
形
態
に
相
応
し
て
生
じ
る
が
、
そ
れ
に
対
し

て
は
与
党
対
野
党
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
メ
カ
ニ
ズ
ム
声
高
一
2
5
m印

O
B
E
Eロ
回
目
ハ
ロ
ロ

5
=
B
R
E
E問
自
己
目
)
は
働
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

ぇ
、
国
家
権
力
の
行
使
に
対
し
て
行
わ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
な
か
で
こ
の
場
合
に
必
要
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
う
る
の
は
、
憲
法
裁

判
所
以
外
で
は
も
っ
ぱ
ら
な
お
、
市
民
、
選
挙
人
、
納
税
者
お
よ
び
新
聞
・
放
送
局
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
た
国
民
だ
け
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、

た
だ
会
派
の
資
金
の
使
途
お
よ
び
財
産
が
公
表
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
会
派
へ
の
国
家
に
よ
る
給
付
の
必
要
性
・
適
切
性

が
判
断
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
形
式
的
に
は
国
家
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
会
派
に
よ
っ
て
自
分
自
身
の
利
益
に
つ
い
て
の

決
定
と
い
う
方
法
で
承
認
さ
れ
た
予
算
手
段
の
正
当
性
の
有
無
を
国
民
が
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
会
派
が
そ
の
支
出
措
置
と
財

そ
の
報
告
が
な
け
れ
ば
、
租
税
手
段
か
ら
会
派
へ
の
財
政
援
助
の

可
否
、
方
法
お
よ
び
金
額
に
対
す
る
必
要
な
国
民
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
可
能
で
は
な
い
。
正
当
に
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
歳

費
判
決
」
に
お
い
て
、
ま
さ
に
自
分
自
身
の
利
益
に
つ
い
て
の
決
定
の
場
合
に
国
民
の
た
め
の
公
開
性
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
要
求
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

産
に
つ
い
て
公
開
の
報
告
を
す
る
場
合
の
み
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、



ま
た
そ
れ
以
上
に
、
会
派
の
資
金
の
使
途
お
よ
び
財
産
の
公
開
性
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、
会
派
の
資
金
が
政
党
目
的
の
た
め
に
使
用
さ

れ
、
そ
し
て
本
来
の
目
的
を
逸
脱
し
て
乱
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
乱
用
が
実
際
に
行
わ
れ
た
か
否
か
、
ま
た
国

家
に
よ
る
支
出
が
「
会
派
の
需
要
」
を
通
じ
て
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
会
派
の
収
入
と
支
出
に
つ
い
て
も
公
開
の
報
告
が
な
さ
れ

る
場
合
に
初
め
て
確
認
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
会
派
の
財
政
に
つ
い
て
公
開
の
報
告
を
す
る
義
務
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

国
家
に
よ
る
会
派
へ
の
財
政
援
助
が
そ
の
目
的
規
定
を
逸
脱
し
て
憲
法
違
反
と
な
る
危
険
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
状
況

に
鑑
み
て
も
肯
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第

節

会
計
検
査
院
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

検
査
権
限
の
法
的
根
拠

)
 

1
i
 

(
 
基
本
法
一
一
四
条
二
項
は
、
会
計
検
査
院
に
連
邦
予
算
の
執
行
に
関
し
て
検
査
す
る
義
務
を
課
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
予
算
総
則

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

法

(
H
G
r
G
)
四
二
条
一
項
お
よ
び
連
邦
予
算
法
・
州
予
算
法

(
B
H
O
/
L
H
O
)
八
八
条
一
項
が
こ
の
規
定
を
受
け
、
会
計
検
査
院
に

対
し
て
、
連
邦
も
し
く
は
州
の
す
べ
て
の
「
予
算
の
執
行
お
よ
び
経
済
運
営
」

2
2目

EzaEι

ヨ『仲間
n
E
E
E
Z
E加
)
を
検
査
す
る
役
割

を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
す
ぐ
に
、
会
計
検
査
院
に
は
会
派
の
財
源
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
解
せ
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

カミ
の

「
組
織
化
さ
れ
た
国

「
ヘ
ッ
セ
ン
判
決
」
に
お
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
確
認
し
た
よ
う
に
、
会
派
が

の
一
部
分
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
庫
か
ら
の
財
政
援
助
が
許
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
鑑
み
て
も
、
積
極
的
に
考
え
て
よ
い

05-4-451) 

家
機
構
」

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
ア
ル
ニ
ム
(
〈
・
〉

E
S
)
も
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
立
場
を
と
る
。
以
下
、
彼
の
論
理
構
成
に
従
っ
て
、
そ
の
根
拠
を
示

し
て
み
た
い
(
同
1
附)。

「
国
家
領
域
」
外
で
は
存
在
し
な
い
組
織
で
あ
る
こ
と
の
確
認
か
ら
出
発
す
る
。
す

ま
ず
、
会
派
を
政
党
と
区
別
し
て
、
前
者
が

(イ)
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な
わ
ち
、
会
派
は
、
「
議
院
規
則
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
か
つ
固
有
の
諸
権
利
を
与
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
連
邦
議
会
の
部
分
で
あ
り
、
か
っ

恒
常
的
組
織
で
あ
る
」
。
そ
れ
ゆ
え
、
会
派
は
政
党
と
は
異
な
り
、
国
家
予
算
か
ら
一
般
的
財
政
援
助
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

42 

次
に
、
予
算
総
則
法
四
二
条
一
項
お
よ
び
連
邦
予
算
法
・
州
予
算
法
八
八
条
一
項
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
連
邦
」
も
し
く
は

が
、
政
府
お
よ
び
そ
れ
に
従
属
し
た
機
関
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
議
会
の
領
域
を
も
指
す
こ
と
を
明
言
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
議
会
当
局

(ロ)

「州」

05-4 -452) 

論

の
資
金
は
、
間
違
い
な
く
会
計
検
査
院
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
さ
ら
に
、
「
組
織
化
さ
れ
た
国

家
機
構
」
の
一
部
た
る
会
派
の
(
予
算
案
に
お
け
る
)
資
金
の
使
途
も
ま
た
、
予
算
法
で
い
う
「
連
邦
」
も
し
く
は
州
の

よ
び
経
済
運
営
」
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

「
予
算
の
執
行
お

と
こ
ろ
で
、
制
限
さ
れ
た
予
算
の
な
か
で
年
々
僅
か
し
か
拡
張
さ
れ
な
い
公
的
資
金
に
対
し
て
、
そ
の
管
理
者

2
2
3一
円
三
は
通

常
、
経
済
的
で
節
約
的
な
資
金
の
使
途
に
関
心
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
資
金
の
無
駄
遣
い
が
、
本
来
予
定
さ
れ
て
い
る
任
務

以
外
の
他
の
任
務
の
遂
行
の
た
め
に
生
じ
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
、
資
金
の
管
理
者
自
身
が
そ
の
収
入
の
増
額
に

ヤ守
つ
い
て
決
定
で
き
る
と
す
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
公
的
な
資
金
の
浪
費
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
自
制
心
に
頼
る
歯
止
め
は
、

性
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
事
態
は
、

そ
の
実
効

い
か
に
多
く
の
資
金
を
国
家
か
ら
生
、
ぜ
し
め
る
か
に
つ
き
、

そ
れ
自
身
が
決
定
し
う

る
会
派
の
場
合
に
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
会
派
は
、
援
助
さ
れ
る
公
的
資
金
の
額
自
体
を
決
定
し
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
が
経
済
的
に
使
用
さ

れ
た
か
否
か
に
つ
き
何
ら
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、

ほ
と
ん
ど
無
制
限
に
、
例
年
増
額
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
会
派
は
、
資
金

の
使
途
の
経
済
性
を
こ
れ
ま
で
特
に
強
調
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
、
支
出
行
為
に
お
い
て
紀
律
正
し
く
使
お
う
と
努
力
す
る
必
然
性

を
感
じ
な
い
。
だ
が
、
公
的
資
金
の
使
途
が
腐
敗
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
な
ら
ば
、
実
効
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
こ
そ
、
会
計
検
査
院
の
責
務
な
の
で
あ
る
。

(ニ)

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
連
邦
議
会
議
院
規
則
一

O
条
一
項
は
、
会
派
の
定
義
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
会
派
の
存
在
は
、



当
然
こ
の
規
定
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
議
会
の
任
期
に
左
右
さ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
状
況
は
、
会
計
検
査
院
に
よ
る
会
派
の
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
矛
盾
し
な
い
。
け
だ
し
、
当
該
会
派
が
存
在
し
な
く

な
っ
て
、
会
派
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
契
約
が
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
た
る
会
派
を
失
い
、

か
つ
会
派
の
財
産
が
そ
の
所
持
人
た
る
会
派
を
失

れう
なと
L 、L、
かう
ら事
で 態
あ〔が
るき起

ザっ

て
も

そ
れ

よ
・っ
て
A 
ヱミ

派
の

の
部
分
と
し
て
の
性
格
ま
で
す
ぐ
に
は
排
除
さ

「
組
織
化
さ
れ
た
国
家
機
構
」

会
計
検
査
院
に
よ
る
か
か
る
会
派
の
財
政
コ
ン
ト
ロ
ト
ル
は
、
最
終
的
に
会
派
が
、
基
本
法
三
八
条
一
項
二
文
に
お
け
る
、

ゆ
る
「
独
立
し
た
議
員
」

(
E
E
E吉
区
間
巾
〉

Z
g
E
5
Zロ
)
か
ら
成
る
自
律
的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。
そ
れ
は
、
大
学

帥

L 、
わ

や
自
治
体
、
あ
る
い
は
郡
の
よ
う
に
、
国
家
か
ら
財
政
援
助
を
受
け
て
い
る
他
の
自
治
的
な
機
関
も
ま
た
、
会
計
検
査
院
に
よ
る
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
免
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
推
論
さ
れ
る
。

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

以
上
の
よ
う
な
会
計
検
査
院
に
よ
る
会
派
の
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
予
算
総
則
法
四
二
条
一
項
と
連
邦
予
算
法
人
入
条
二
項
か
ら

導
き
出
す
方
法
と
は
別
に
、
連
邦
予
算
法
九
一
条
に
基
づ
い
て
も
ま
た
検
査
で
き
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
る
。
同
法
九
一
条
一
項
三
文

(2) 
は
、
「
連
邦
(
も
し
く
は
州
)
会
計
検
査
院
は
、
連
邦
(
も
し
く
は
州
)
行
政
以
外
の
機
関
が
連
邦
(
も
し
く
は
州
)
か
ら
寄
附
金

(
N
E
3
ロ

E
口
問
〉
を
受
領
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
検
査
す
る
権
限
が
あ
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
か
ら
、
連
邦
行
政
の
外
に
位
置
す
る
議
会

(
お
よ
び
そ
の
構
成
部
分
で
あ
る
会
派
)
が
か
か
る
「
寄
附
金
」
を
受
領
し
て
い
れ
ば
、
会
計
検
査
院
の
検
査
対
象
に
な
る
こ
と
が
必
然
的
に

た
だ
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
会
派
へ
の
支
出
が
こ
の

「
寄
附
金
」
に
該
当
す
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

一
体
、
何
を

05 -4 -453) 

導
か
れ
る
。

も
っ
て

「
寄
附
金
」
と
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
寄
附
金
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
同
法
二
三
条
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
法
律
上
給
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
金
銭
の
場
合
に

は
「
寄
附
金
」
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
の
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
量
的
な
給
付
だ
け
が

「
寄
附
金
」
と
呼
ば
れ
る
。
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本
来
、
基
本
法
一
一

O
条
二
項
一
文
に
よ
れ
ば
、
予
算
は
予
算
法
律
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
(
第
二
章
第

44 

一
節
)
、
会
派
へ
の
金
銭
給
付
に
対
し
て
法
律
で
そ
の
根
拠
と
金
額
の
両
方
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
と
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・

cl5 -4 -454) 

ミL>.

"問

プ
フ
ァ
ル
ツ
の
二
州
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
州
で
は
、
現
在
、
給
付
に
対
す
る
根
拠
の
み
が
規
律
さ
れ
て
お
り
、
厳
密
な
額
は
予
算
に

よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
連
邦
と
ヘ
ッ
セ
ン
州
に
い
た
っ
て
は
、
何
の
法
律
上
の
規
定
も
有
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
諸
法
律

が
連
邦
官
報
に
掲
載
さ
れ
る
(
基
本
法
八
二
条
一
項
)
の
に
比
し
、
予
算
は
全
体
案
し
か
官
報
に
掲
載
さ
れ
ず
(
連
邦
予
算
法
一
三
条
の
四
)
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
承
認
・
説
明
が
な
さ
れ
る
は
ず
の
個
別
案
・
章
・
費
目
は
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
(
同
法
一
条
二
文
)
。
ゆ
え
に
、

国
民

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
視
点
か
ら
し
て
も
予
算
は
法
律
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

派
へ
の
金
銭
給
付
は
「
寄
附
金
」
と
解
せ
る
。

よ
っ
て
予
算
に
お
い
て
の
み
確
定
さ
れ
る
会

他
方
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
と
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
に
関
し
て
も
次
の
よ
う
な
問
題
が
残
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
州
は
確
か

に
、
会
派
に
対
す
る
支
出
金
額
に
つ
い
て
具
体
的
な
法
律
で
言
及
し
て
は
い
る
が
、
当
該
金
額
は
公
務
員
の
給
料
の
上
昇
率
に
応
じ
て
変

動
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
か
の
「
歳
費
判
決
」
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
報
酬
の
額
に
つ
い
て
は
議
会
が
自
主
的
に
決
定
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
憲
法
上
の
要
求
に
も
合
致
し
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
の
二
州
に
関
し
て
も
、
会
派
に
対
す
る
支
出
金
額
は
実
質
的
に
法
律
上
確
定

に
該
当
す
る
。

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
支
出
金
も
「
寄
附
金
」

検
査
の
具
体
的
問
題
点

以
上
の
よ
う
に
、
会
派
の
資
金
の
使
途
は
会
計
検
査
院
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

し
か
し
現
在
の
と
こ

ろ
、
会
計
検
査
院
は
何
ら
正
式
な
制
裁
手
段
を
有
し
て
い
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
会
計
検
査
院
の
検
査
報
告
は
、
会
派
自
身
だ
け
で

な
く
、
国
民
に
対
す
る
情
報
提
供
材
料
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
有
す
る
意
義
は
大
き
い
。

現
実
に
会
派
の
資
金
の
使
途
に
対
す
る
会
計
検
査
院
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
に
な
っ
た
場
合
、
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
。

一
九
八
九



年
の

「
会
派
無
所
属
議
員
判
決
」
が
、
会
派
へ
の
財
政
援
助
は
そ
れ
に
特
有
な
活
動
、
す
な
わ
ち
「
協
調
行
動
」
に
対
し
て
の
み
認
め
ら

ヘ
ッ
セ
ン
州
会
計
検
査
院
長
ミ
ュ
ラ
l
(玄
E
R
)
は
、
従
来
会
派
に
支
出
さ
れ
た
き
た
財
政
援
助
の
二

O
%
は
削
減
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
協
調
行
動
」
と
は
、
議
事
運
営
の
効
率
化
の
た
め
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
、

れ
る
と
宣
言
し
た
こ
と
か
ら

会
派
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
分
業
の
組
織
化
、
共
同
で
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
を
と
る
準
備
、

か
つ
網
羅
的
な
情
報
収
集
等
の
こ
と
で
あ
る
。
会
派
は

か
か
る
行
為
を
通
し
て
、
異
な
っ
た
立
場
を
行
動
・
伝
達
能
力
を
有
す
る
組
織
へ
と
統
合
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
判
決
が
要

求
す
る
「
協
調
行
動
」

は
、
何
を
基
準
に
判
断
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ミ
ュ
ラ
l
は
、
以
下
の
よ
う
に
会
派
へ
の
支
出
金
を
諸
経
費
別

に
分
類
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
き
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
。

ま
ず
第
一
に
、
人
件
費
と
物
件
費
屯
2
8
E
-』ロロ
ι
r
n
F吉
田
丹
市
ロ
)
に
関
し
て
で
あ
る
。
各
々
の
国
会
議
員
は
そ
の
活
動
の
た
め
、
国
会

議
員
法
二
一
条
に
よ
っ
て
国
庫
か
ら
一
定
の
財
政
援
助
を
受
け
て
い
る
。
議
員
は
自
己
の
政
治
的
立
場
を
形
成
す
ベ
く
、

そ
の
資
金
を

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

使
っ
て
協
力
者
を
雇
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、

そ
の
議
員
が
会
派
に
所
属
し
て
い
れ
ば
、
会
派
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
資
金
を
乱
用

し
て
自
己
の
目
的
を
達
成
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
会
派
へ
の
資
金
は
も
は
や
純
粋
な
「
協
調
行
動
」

の
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
会
派
の
協
力
者
の
い
か
な
る
活
動
が
純
粋
な
「
協
調
行
動
」
に
該
当
す
る
か
、
実
際
そ
の

限
界
づ
け
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

第
二
に
、
鑑
定
や
専
門
的
意
見
の
供
与
の
経
費

S
E
R
E
2
E
E
F
n
z
s
E
E
E凹
E
r
g
gロ
)
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
鑑
定

や
専
門
的
意
見
の
供
与
を
受
け
る
た
め
に
は
、
会
派
は
そ
の
協
力
者
と
明
白
な
委
託
契
約
を
締
結
す
る
は
ず
で
あ
る
。

cl5 -4-455) 

よ
っ
て
こ
の
場
合

(お〉

は
、
上
述
し
た
人
件
費
・
物
件
費
の
場
合
よ
り
も
「
協
調
行
動
」
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
判
断
が
容
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
諸
会
議

(
F
E
B
B
-
d加
EDmop
〈

2
2回
E
Z口
開
巾
ロ
)
の
経
費
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
通
常
、
会
派
所
属
議
員
の
諸
会
議
へ
の

さ
ら
に
時
に
は
日
当
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
会
議
が
会
派
本
来
の

「
協
調
行
動
」
の
た
め
に
催
さ
れ
て
い

参
加
費
、
宿
泊
費
、
食
費
、

45 



説

る
か
ど
う
か
と
い
う
実
質
的
問
題
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
は
特
に
、
「
議
員
の
た
め
の
教
育
費
」

(
Eユ
Z
E
Z
E
ニ
g
〉
Z
g
E
Z
Zロ
)
と

46 

論

い
う
名
目
の
経
費
は
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、

も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
会
派
と
し
て
の

「
協
調
行
動
」

そ
れ
は
議
員
個
人
へ
の
援
助
と
し
て
既
に
予
算
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る

の
範
囲
を
凌
駕
す
る
か
ら
で
あ
問
。

05 -4 -456) 

そ
し
て
最
後
に
、
会
派
の
広
報
活
動

(
O
F
E
r
z
z
g『

E
C
の
経
費
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
会
派
の
広
報
活
動
に
対
し
て
は
、

慣
行
と
し
て
予
算
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
次
の
二
点
か
ら
、
広
報
活
動
自
体
は
会
派
の

「
協
調
行
動
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
疑
問
が
生
じ
る
。

一
つ
は
、
会
派
が
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
活
動
指
針

a
g
n
F
5
5
5伺
)
の
中
に
は
広
報
活
動
の
名
は
出
て
こ
な

い
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
広
報
活
動
は
そ
の
本
質
上
、
上
記
指
針
に
お
い
て
列
挙
さ
れ
る
諸
任
務
を
単
に
伝
達
す
る
活
動
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
反
論
が
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
も
再
三
述
べ
て

き
た
よ
う
に
、
会
派
は
連
邦
議
会
の
恒
常
的
組
織
と
し
て
「
組
織
化
さ
れ
た
国
家
機
構
」
に
組
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
連
邦
議
会
の
活

動
」
(
寸
住
専
岳
町
ロ
母
印
回

E
E
g
g常
国
)
を
行
っ
て
い
る
と
解
せ
る
。

よ
っ
て
、
連
邦
議
会
に
対
し
て
は
そ
の
広
報
活
動
に
つ
き
財
政
援
助

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
議
会
の
構
成
部
分
で
あ
る
会
派
に
対
し
て
も
、
当
然
そ
れ
が
行
う
広
報
活
動
の
た
め
の
資
金
が
交
付
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
会
派
無
所
属
議
員
判
決
」
は
こ
の
問
題
に
つ
き
一
切
判
断
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
広
報

活
動
の
経
費
に
対
し
て
は
、
結
局
従
来
通
り
認
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
あ

く
ま
で
も
そ
の
活
動
が
客
観
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
協
調
行
動
」
の
成
果
を
宣
伝
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
判
決
が
求
め
る

「
協
調
行
動
」

に
対
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
精
確
な
基
準
は
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
会
計
検
査
院
が
会
派
へ
の
財
政
援
助
を
検
査
す
る
場
合
に
は
、

か
か
る
「
協
調
行
動
」
概
念
の
内
実
と
外
延
の
明
確

化
が
そ
の
前
提
と
な
ろ
う
。

(
1
)
 
回〈
O

止の開
N
O

・
g-
こ
の
判
決
は
「
政
党
財
政
援
助
判
決
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
〈
伺
]
・
〈
・
〉

3
5・同・白・
0
・・
ω・∞
ω
『・
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(
2
)

詳
細
な
例
示
に
つ
い
て
は
、
〈
加
戸
〈
・
〉
『
E
B
-
同・同・

0
・・

ω・
8
・

(
3
)

〈・〉『
E
B
-
回・曲・

0
・
ω・∞印

(
4
)

回
〈
巾
『
『
。
同
∞

0・
Z
∞
H
Z
』巧

Z
U
0・
ω叶
ω
H
U
O〈

zg-
コ国
H
H
U〈
回
二
回
∞
戸
∞
N
D

(
5
)

本
稿
第
三
章
第
三
節
参
照
。
さ
ら
に
詳
細
に
つ
い
て
は
、
村
上
・
野
本
・
彼
谷
前
掲
論
文
一
一
二
頁
以
下
参
照
。

(
6
)

〈・〉『
E
5・白・同・

0--ω

毘・

(
7〉
〈
・
〉
『
EHHd-
同・回・

0
・・

ω
∞∞-

(
8
)
ω
印
。
巾
凹
巾
円
N
N
E『
〉
ロ
【
同
市
『
ロ
ロ
凹
仏
巾
凹
の
吋
ロ
ロ
仏
加
2
0円Nm印
(
〉
ユ
-

M

】)〈

-
N
-
-
-
N
E∞
ω・
回
の
∞
-
戸
工
∞
-
-

(
9
)

〈・〉司口一
5
・同・同

0
・
ω
∞∞

(
叩
)
〈
・
〉
『
口
一
ヨ
・
回
同
・

0
・・

ω・∞国・

(H)

逆
に
、
も
し
会
派
が
実
際
に
献
金
か
ら
そ
の
財
政
を
賄
っ
て
お
ら
ず
、
そ
し
て
ま
た
公
的
な
資
金
の
直
接
的
な
増
額
に
よ
っ
て
も
財
政
援
助
さ

れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
資
金
の
使
途
に
つ
い
て
の
公
開
の
報
告
が
会
派
の
場
合
に
要
求
さ
れ
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
ロ
)
回
〈
。
止
の
開

8
・
N

回目
(
ω
M吋
)

(
日
)
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
第
三
節
参
照
。

(
U
)

〈
・
〉
『
口
一
ヨ
・
白
同

0•• 

ω
∞∞ 

(
日
)
回
〈
巾
『
町
。
開
N
0

・
m
m
(
】
E)・

(
凶
)
〈
・
〉
『
口
一
ヨ
・
白
・
同
・

0
・・

ω・∞回目

(
げ
)
回
〈
町
三
の
開
N
0
・町田(】

E)・

(
同
日
)
〈
凹
戸
国
巾
巳
巾
『
-
z
一
目
白
内
=
巾
『
¥
ロ
ロ
ヨ
ヨ
回
口
}
f
z
ι
r
.
ι
巾『司
5
回口
NrD口
同
『
三
一
タ
〉
ユ
・
=
九
日
の
の
.
何
回
目
口
『
・

(mm)

〈
・
〉
ヨ
-5・世・同

0.ω
・∞由

(
初
)
〈
・
〉
『
口
一
戸
白
・
同

0
・・

ω
g・

(
幻
)
〈
回
一
〈
・
〉
『
口
一
5
・同・白・

0
・・

ω
-
g

(
幻
)
〈
加
一
〈
・
〉
『
口
一
ヨ
・
同
・
回
・

0•• 

ωω
・∞∞

lg.

(
お
)
〈
・
〉
『
コ
一
ヨ
・
白
・
白
・

9
.
ω
-
s
.

47 05 -4-457) 



説

48 

(
M
)

〈・〉『口一
5
・
P
白

0.ω
田
口

(
お
)
〈
伺
戸
〈
・
〉
『
ロ
一
5
・同・白・

0
・
ω
由。

(
お
)
〈
・
〉

g-5・同・白
0
・
ω
∞由

(
幻
)
〈
・
〉
B-B-
同
・
曲
。
・

ω・∞由・

(
お
)
〈
巴
・
〈
・
〉
『
口
一
5
・
ω丹由主
E
n
F
O

明
日
宮
古
口
凹
巴
ロ
g
N
-
2
Zロ伺
O
F
ロ
巾
同
口
三

srア
冨
∞
吋

.ω
・印】『同・

(
却
)
〈
伺
F
E
O
E
g
-
-
ロ・

2
巾E
巾『
¥
U
D
5
5白n
F
・同・同・

0
・
・
間
三
回
国
0.
河口町・

(
初
)
〈
・
〉

B
5・曲・同・
0
・・

ω・印
N

・

(
幻
)
〈
・
〉
『
口
一
B
-
(〉ロ
B
・
s・
ω・∞∞・

(
竹
山
)
回
〈
。
止
の
開
品
0

・
N
回
目

(ω-町
内
・
)

(
お
)
一
方
、
ミ
ュ
ラ
l
の
見
解
に
よ
る
と
、
「
会
派
無
所
属
議
員
判
決
」
に
お
い
て
会
派
は
一
層
「
組
織
化
さ
れ
た
国
家
機
構
」
に
組
込
ま
れ
た
た

め
、
会
派
に
対
す
る
支
出
金
は
も
は
や
「
外
部
」
に
対
す
る
「
寄
附
金
」
と
は
解
さ
れ
な
く
な
り
、
連
邦
予
算
法
九
一
条
に
基
づ
く
検
査
は
不
可
能

の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
彼
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
会
派
へ
の
支
出
金
を
他
の
す
べ
て
の
予
算
と
等
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
基
本
法
一
一
四
条
二
項
、
予
算
総
則
法
四
二
条
一
項
お
よ
び
連
邦
予
算
法
八
八
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
会
派
へ
の
資
金
に
対
す
る
検

査
を
す
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
容
易
に
な
っ
た
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
村
上
・
野
本
・
彼
谷
前
掲
論
文
一
二
五
頁
参
照
。

(
泊
)
〈
加

-ζ==何
?

白

-
P
O
-
-
ω
-
N
E∞・

(
お
)
〈
加
-
-
玄
E
F
F
同・向
W

・
O
・-
ω
-
M
Z∞・

(
お
)
〈
加
-
・
7
由主
-2・
白
白

0
・・

ω
-
N
E∞・

(
幻
)
〈
由
一
・

ζ
E
R
-
曲
白

0
・・

ω-MDh∞・

(
お
)
〈
回
一
・
宮
E
=
2・曲

p
o
-
-
ω
.
M
D
h∞.
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論

お

わ

り

以
上
の
よ
う
に
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
内
の
会
派
へ
の
財
政
援
助
お
よ
び
そ
の
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て



み
た
。
会
派
へ
の
財
政
援
助
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
司
法
権
、
議
会
お
よ
び
国
民
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
並
ん
で
、
会
計
検
査

院
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、

ま
さ
し
く
相
互
に
補
完
し
あ
い
な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
効
果
を

高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
議
員
の
立
法
に
対
す
る
調
査
研
究
の
推
進
に
資
す
る
た
め
の
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
各
会
派
に
、
立
法

事
務
費
が
交
付
さ
れ
て
い
る
(
「
国
会
に
お
け
る
各
会
派
に
対
す
る
立
法
事
務
費
の
交
付
に
関
す
る
法
前
一
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
と
同

じ
よ
う
に
、
我
が
固
に
お
い
て
も
、
会
派
へ
の
財
政
援
助
に
対
す
る
有
効
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
国
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
司
法
権
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
は
薄
い
。
そ
こ
で
、
国
会
、
国
民
お
よ
び
会
計
検
査
院
に

よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
と
な
る
。
と
り
わ
け
専
門
的
な
財
政
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
関
と
し
て
の
会
計
検
査
院
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
法
と
し
て
は
、
住
民
訴
訟
に
よ
る
司
法
的
コ
ン

ドイツ議会内会派に対する財政援助とコントロール

期
待
が
か
け
ら
れ
よ
う
。
他
方
、
地
方
公
共
団
体
の
レ
ベ
ル
で
は
、

ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
が
存
在
す
る
。
け
れ
ど
も
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
内
会
派
へ
の
財
政
援
助
は
、
市
民
の
関
心
事
の
外
に
置
か
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。
幸
い
、

固
と
は
異
な
り
、
自
治
体
住
民
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
手
段
に
関
し
て

し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
で
は
実
施
機
関
と
し
て
は
議
会
は
含
め
ら
れ
て
い
な
い
。

は
、
情
報
公
開
条
例
が
手
懸
か
り
に
な
り
う
る
。

た

だ
、
広
島
市
公
文
書
公
開
条
例
な
ど
に
は
、
議
会
も
実
施
機
関
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
住
民
の
ア
ク
セ
ス
の
途
も
存
在
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
の
レ
ベ
ル
で
も
、
地
方
公
共
団
体
の
レ
ベ
ル
で
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
議
会
内

会
派
へ
の
公
的
財
政
援
助
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
際
の
姿
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
会
派
の
も
つ
意
義
を
軽
視
じ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
会
内
会

(I5 -4 -459) 

か
か
る
状
況
は
、

派
へ
の
財
政
援
助
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
議
論
は
、
我
が
国
も
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

浅
野
前
掲
書
一
一
一
τ具、

一
一
八
頁
参
照
。
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(
l
)
 



説論

(
2
)
 
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
地
方
議
会
の
会
派
に
対
す
る
財
政
援
助
の
適
法
・
違
法
が
争
わ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
よ
う
に
「
協
調
行
動
」
と
い
う
基
準
で
も
っ
て
、
不
当
性
に
ま
で
突
っ
込
ん
で
議
論
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
が
実
状
で
あ

る
。
こ
の
点
、
神
戸
地
判
昭
五
九
・
三
・
七
判
時
一
一
一
一

O
号
三

O
頁
参
照
。
な
お
ま
た
、
こ
の
判
例
に
対
す
る
数
少
な
い
評
釈
と
し
て
、
村
田
哲

夫
「
市
議
会
各
会
派
に
対
す
る
市
会
調
査
研
究
費
等
支
出
差
止
住
民
訴
訟
事
件
」
判
例
地
方
自
治
七
号
一
七
頁
参
照
。
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〔追

記
〕
な
お
、
本
稿
は
広
島
大
学
大
学
院
に
お
け
る
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
執
筆
担
当
部
分
は
、
章
順
に
い
っ
て
、
は
じ
め
に
を
村
上
武
則
、

第
一
章
第
一
節
・
第
二
節
を
彼
谷
環
、
同
章
第
三
節
を
野
本
敏
生
、
第
二
章
を
野
本
、
第
三
章
第
一
節
・
第
二
節
を
野
本
、
同
章
第
三
節
を
彼

谷
、
お
わ
り
に
を
村
上
が
担
当
し
て
い
る
。

(15 -4-460) 


